
し
て
宜
し
き
や
（
北
海
道
野
坂
生
)
◎
差
支
な

し 
 
 
 
讀
者
の
領
分

■
前
々
號
の
『
畫
室
』
は
面
白
く
讀

ん
だ
、
先
生

に
咫
尺
し
て
ゐ
る
や
う
で
嬉
し
か
つ
た
。
ま
た

前
號
の
『風
景
畫

の
二
別
』
『
自
然
の
約
束
』
も
面

白
か
つ
た
『
圖
按
法
概
要
』
は
ど
し
ど
し
續

け
て

も
ら
ひ
た
し
、
大
下
先
生

の
『
春
鳥
畫
談
』
は
感

銘
し
た

こ
う

い
ふ
樣
な
訓
話
を

い
ろ
い
ろ

掲
載

し
て
吾

々
初
學
者
の
頭

に
吹
き
込
ん
で
貰
ひ
た

い
（京
橋
K
T
生
■
小
島
先
生
の
『
ラ

ス
キ

ン
の

山
岳
論
』
は
後
が
あ
る
や
う
で
す
が
お
早
く
願

ひ
ま
す
毎
號

々
々
失
望
し
て
ゐ
る
の
は
僕

一
人

で
は

あ
り
ま
す
ま

い
(
靜
岡
靜
陵
生
）
■
一
 
畫

架
及
び
佛
國
製
十
六
色
入

水
彩
繪
具
安
價

に
譲

る
箱

に
損
所
な
く
繪
具
は
半
分
位
ひ
使
用
せ
し

も
の
五
個
他
は

一
杯
あ
り

二
 
八
ッ
切
大
水
彩

畫
を
送

る
か
ら
美
術
雜

誌
と
交
換
し
て
下
さ
る

力
は
な
き

や
（松
本
市
宮
淵
忠
地
英
雄
)■
鎌
倉

の
講
習
に
は
是
非
出
席
し
ま
す
が
四
國
邊
か
ら

往
く
に
便
利
な
處
で

一
度
は

開

い

て

下
さ
い

（
伊
豫
妻
鳥
生

■
九
ッ
切
ス
ケ
ツ

チ
箱
譲
り
た

し
御
望
の
方
は
御
照
會
を
乞

ふ
（
東
京
深
川
區

門
前
町
十
八
伊
坂
淺
吉
）

■
小
生
は
會
友
と
な

つ
た

か
ら
宜
し
く
御
交
際
を

願
ふ
又
水
彩
畫
の

御
交
換
も
願
ふ
、
田
舎
に
居

る
も

の
に
は
お
互

に
研
究
の
助
に
な
り
ま
せ
う
（
東
海
道
興
津
町

遠
藤
方
若
林
生
）
■
口
繪

に
靜
物
畫
を
時

々
出

さ
れ
た
し
（
茨
城
好
畫

人
)
■
『
み
づ

ゑ
』
第
五
、

五
十
錢

に
て
譲
り
受
た
し
（

石
狩
國
夕
張
郡
角

田
村
福

井
善
吉
)
■
繪
葉
會
競
技
會
の
開
催
を

乞

ふ
（牡
丹
)■
鎌
倉
と
は
大
失
望

二
年
も
關
西

で
開
か
れ
た
の

だ
か
ら

無
理
の
願
か

に
知
ら

ね
ど
今

一
度
催
し
て
貰

ひ
た
し
（
和
歌

の
浦
生
）

■
鎌
倉

へ
は
喜

ん
で
出
席
し
ま
す
が
何
卒
先
生

と

一
し
よ
に
寝
起
し
て
研
究
す
る
こ
と
の
出
來

る
や
う
に
お
た
の
み
申
ま
す
（
中
山
巍
)
■
鎌
倉

師
範
校
内
に
も
圖
畫

研
究
會
が
あ
り
ま
す
會
員

は
四
十
人
以
上
居
ま
す
か
ら
講
習
會
に
は
大
に

盡
力
し
て
出
席
致
さ
せ
ま
す
（
鎌
倉
S
K
生
)■

一
 
畫

架
の
中
古
送

料
共
壹

圓
七
十
錢
着
金
次

第
送

る
二
 

不
相
變
肉
筆
繪

葉
書
交
換
を
乞
ふ

（
鎌
倉
長
谷
町
堀
谷
紫
海
生
)
■
肉
筆
水
彩
畫
交

換
を

乞
ふ
未
熟
な
が
ら
必
ず
返
信
す
（

東
京
牛

込
區
鶴
巻
町
二
二
八
長
島
方
星
野
永

一
）
■
僕

の
知

つ
て
ゐ
る
東
京
附
近
の
好
寫
生
地
を
案
内

し
や
う
、
ま
づ
近
處
で
は
植
物
園
内
、

近
來
は

毎
日
寫
生
に
集
ま
る
人
が
澤
山
あ
る
の
で
氣
の

弱

い
連
中
に
は

一
寸
來
ら
れ
な

い
、
次
は

高
田

の
栗
林
、
そ
れ
か
ら
小
日
向

の
久
世
山
、
音
羽

の
護
國
寺

も
よ
い
、
雜
司
ケ
谷
鬼
子

母
神

の
槻

並
木
は
誰
れ
で
も

一
度
は
畫

い
た
ら
う
、
西
か

ら
南

へ
徃
つ
て
戸
山
の
原
は
好
寫

生
地
だ
、
少

し
遠

い
が
新
井
の
藥
師
も
繪
に
な
る
、
青
梅
街

道
甲
州
街
道
な
ど
新
宿
か
ら
中
野
方
面
の
道
路

山
水
は
面
白

い
、
十
二
社
は
俗
地
に
な

つ
て
今

は
ダ
メ
、

モ
ツ
ト
遠
く
ゆ
く
な
ら
井
の
頭
辨

天

の
池
は
よ
い
、
そ
れ
よ
り
も
石
神
井
の
池

の
方

が
靜

か
で
面
白

い
塲
所
が
多

い
、
花
の
な

い
時

分
の
小
金
井

も
捨

て
た
も
の
で
な

い
、
府
中
か

ら
多
摩
川
を
越
し
て
百
草
園
も
眺
望
が
よ
い
、

武
藏
野
を
見
る
な
ら
狹
山
の
丘

も
よ
い
、
戻

つ

て
來
て
千
駄

ヶ
谷
代

々
木
の
邊
は

人
家
が
殖
え

た
が

マ
ダ
ス
ケ
ツ
チ
に
適
す
る
處

も
少
し
は
あ

る
、
他
の
方
面
は
追

々
に
御
案
内
致
さ
う
（
東

京
寫
生
通
)
■
廣
く
肉
筆
繪

葉
書

の
交
換

を
乞

ふ
（岩
手
師
範
、
菅
原
藤
花
)


